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地方整備局等によって記載内容が異なる場合があります。
特記仕様書などを必ずご確認ください。

2021年 福井コンピュータ株式会社
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本日の内容

■BIM/CIM概要
Q１．BIM/CIMってなに？
Q２．いつまでに準備したらいいの？
Q３．BIM/CIM最新基準・要領等
Q４．BIM/CIM業務・工事の主な流れは？
■国土交通省BIM/CIM業務・工事の内容
Q４．実施計画はなにを決めるの？
Q５．モデルはどれくらい作りこめばいいの？
Q６．どうやって活用したらいいの？
Q７．照査はなにをすればいいの？
Q８．なにを納品するの？
Q９．どのくらい作業費はもらえるの？

上記の内容に沿って、網羅的にBIM/CIMを解説いたします。
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Q１．BIM/CIMってなに？

BIM/CIM（Building / Construction Information Modeling, Management）

従来の２次元図面を用いた建設生産・管理プロセスを見直し、３次元モデル等を活用
することで、品質確保・向上とともに生産性向上の実現に取り組むこと。

[出典]初めてのBIM/CIM 国土交通省大臣官房 技術調査課
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Q２．いつまでに準備したらいいの？

国土交通省は、令和５年度までの小規模を除く全ての公共工事におけるBIM/CIM原則
適用に向け、段階的に適用拡大しています。
今から準備を開始すれば、スムーズにBIM/CIMの波に乗ることができます。

第５回 BIM/CIM推進委員会 （令和３年３月２日）
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国土交通省は、BIM/CIMの考え方に基づく設計業務や工事を発注しています。
また、これらに関する基準類が多く策定されています。

BIM/CIM
という考え方

国土交通省発注
BIM/CIM業務・工事

第５回 BIM/CIM推進委員会 （令和３年３月２日）

Q２．いつまでに準備したらいいの？
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BIM／CIMの活用に関して -各段階の事業実施において適用又は参照する基準・要領等-

国土交通省 2021年3月 i-Construction 推進のための基準要領等の制・改定について より
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国土交通省 2021年3月 i-Construction 推進のための基準要領等の制・改定について より

 BIM/CIMを活用する上での基準要領等

基準・要領類
ガイドライン・マニュアル等
BIM/CIM関連以外の基準・要領等

BIM／CIMの活用に関して -各段階の事業実施において適用又は参照する基準・要領等-
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国土交通省 2021年3月 i-Construction 推進のための基準要領等の制・改定について より

 発注者におけるBIM/CIM実施要領（案）』の改定
・BIM/CIMの活用を前提として、事業全体を統括する発注者が実施すべき事項について取りまとめたもの
・「BIM/CIM活用工事における監督・検査マニュアル（案）」は内容が重複しているため、本要領に統合

BIM／CIMの活用に関して -各段階の事業実施において適用又は参照する基準・要領等-
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国土交通省 2021年3月 i-Construction 推進のための基準要領等の制・改定について より

 BIM/CIM活用ガイドライン（案）の改定
・「CIM導入ガイドライン（案）」を「BIM/CIM活用ガイドライン（案）」へ全面再編
・改定の主なポイント
① 「構造物モデル等の作成」から「事業の実施」に主眼を置き各段階の活用方法を示す
②各段階の構造物モデルに必要となる形状の詳細度、属性情報の目安を示す

BIM／CIMの活用に関して -各段階の事業実施において適用又は参照する基準・要領等-
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国土交通省 2021年3月 i-Construction 推進のための基準要領等の制・改定について より

 BIM/CIM活用ガイドライン（案）の改定
設計業務の標準的なワークフローから

BIM/CIMの活用を期待する業務項目を選定
BIM/CIMを活用する内容と使用する
モデルの要件（目安）を示す

BIM／CIMの活用に関して -各段階の事業実施において適用又は参照する基準・要領等-
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国土交通省 2021年3月 i-Construction 推進のための基準要領等の制・改定について より

 BIM/CIM活用ガイドライン（案）の活用事例
「設計図書の照査」

工種ごとのガイドラインには活用事例が多数掲載！

BIM／CIMの活用に関して -各段階の事業実施において適用又は参照する基準・要領等-
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「現地踏査」（設計段階） 「景観（形式）検討」

国土交通省 2021年3月 i-Construction 推進のための基準要領等の制・改定について より

工種ごとのガイドラインには活用事例が多数掲載！ BIM/CIM活用ガイドライン（案）の活用事例

BIM／CIMの活用に関して -各段階の事業実施において適用又は参照する基準・要領等-
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 BIM/CIM活用ガイドライン（案）の活用事例
第3編砂防及び地すべり対策編の活用事例

国土交通省 2021年3月 i-Construction 推進のための基準要領等の制・改定について より

「予備設計」と「詳細設計」で区分し、各段階における照査項目に
沿った活用内容と事例を提示

維持管理や広報資料など、調査・設計・施工の各段階とは
異なる活用事例を追加

BIM／CIMの活用に関して -各段階の事業実施において適用又は参照する基準・要領等-

工種ごとのガイドラインには活用事例が多数掲載！
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 BIM/CIM活用ガイドライン（案）の活用事例
第8編港湾編の活用事例

国土交通省 2021年2月 港湾におけるi-Construction推進委員会第2回委員会資料 より

設計段階の「図面作成」において、構造物の位置、断面形状、
構造形式や構造詳細が設計条件と整合がとられているかを確認

近隣住民説明会や関係自治体、工事区域に関係する機関等への事
業内容および工事内容の説明・協議する際に活用

BIM／CIMの活用に関して -各段階の事業実施において適用又は参照する基準・要領等-

工種ごとのガイドラインには活用事例が多数掲載！
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BIM／CIM活用ガイドライン（案）第２編河川編より

「施工方法」

BIM／CIM活用ガイドライン（案）第4編 ダム編より

工事進捗を視覚化し、計画の策定、関係者間での情報共有

工種ごとのガイドラインには活用事例が多数掲載！

「デザイン検討（ダム）」

設計の進捗に合わせて景観検討を行い最適なデザインを決定

 BIM/CIM活用ガイドライン（案）の活用事例

BIM／CIMの活用に関して -各段階の事業実施において適用又は参照する基準・要領等-

16© 2021 FUKUI COMPUTER Inc. All rights reserved.

「数量計算」

BIM／CIM活用ガイドライン（案）第5編道路編より

BIM/CIMモデルを利用した自動計算による業務効率化

工種ごとのガイドラインには活用事例が多数掲載！

BIM／CIM活用ガイドライン（案）第3編砂防及び地すべり対策編より

UAV 地形モデルの差分計測を実施し、地形変化のモニタリング
による斜面の土砂移動状況を把握

「工事中及び完成後の管理」

 BIM/CIM活用ガイドライン（案）の活用事例

BIM／CIMの活用に関して -各段階の事業実施において適用又は参照する基準・要領等-
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設計－施工間の情報連携を目的とした４次元モデル活用の手引き（案）より

 設計－施工間の情報連携を目的とした４次元モデル活用の手引き（案）の改定
改定方針：「新土木工事積算大系（工期設定支援システム等）」と連携し、

「設計段階における４次元モデルにて表現する効果的な工種、条件等」を明示

国土交通省 2021年3月 i-Construction 推進のための基準要領等の制・改定について より

BIM／CIMの活用に関して -各段階の事業実施において適用又は参照する基準・要領等-
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 ３次元モデル成果物作成要領（案）の制定
契約図書を従来どおり2次元図面とすることを前提として、設計品質の向上に資するとともに、後工程において契約図書に準じ
て3次元モデルを活用できるよう、詳細設計業務における3次元モデル成果物の作成方法及び要件の明示を目的としたもの

国土交通省 2021年3月 i-Construction 推進のための基準要領等の制・改定について より

「CIM活用ガイドライン（案）」における道路土工、山岳トンネル、橋梁、河川（樋門・樋管）を対象とし、次年度以降適用範囲を順次拡大

BIM／CIMの活用に関して -各段階の事業実施において適用又は参照する基準・要領等-
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 ３次元モデル成果物作成要領（案）の制定

国土交通省 2021年3月 i-Construction 推進のための基準要領等の制・改定について より

・2次元図面は、3次元モデルからの切り出し、または投影して作成
・作成した2次元形状データを元に、寸法線や注記情報を加えて作成

・詳細度は300を基本とする
・3次元モデル成果物への寸法線、注記等の付与は必須ではない
・付与する属性情報は、4段階に階層分けを行う

3次元モデル成果物作成要領（案） より

BIM／CIMの活用に関して -各段階の事業実施において適用又は参照する基準・要領等-
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国土交通省 2021年3月 i-Construction 推進のための基準要領等の制・改定について より

 土木工事等の情報共有システム活用ガイドラインの改定
【CDEプロセスに係るフォルダ構成例の更新】
第一階層を「BIMCIM」フォルダに変更
第4階層に「REQUIREMENT」フォルダを追加

【ICONフォルダ分類例の更新】
関連する出来形管理要領（案）の改定による工種の追加

【遠隔臨場支援機能の追加】
機能要件に「遠隔臨場支援機能」を推奨機能として追加し、
ガイドラインに機能の利用について追加

BIM／CIMの活用に関して -各段階の事業実施において適用又は参照する基準・要領等-

19

20



2021/8/16

11

21© 2021 FUKUI COMPUTER Inc. All rights reserved.

国土交通省 2021年3月 i-Construction 推進のための基準要領等の制・改定について より

 BIM/CIMモデル等電子納品要領（案）及び同解説の改定
情報共有システム活用ガイドラインの改定に伴い、フォルダ構成やフォルダ名称が変更

BIM／CIMの活用に関して -各段階の事業実施において適用又は参照する基準・要領等-
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BIM／CIMの活用に関して -BIM/CIM仕様・機能要件-

国土交通省 2021年3月 i-Construction 推進のための基準要領等の制・改定について より
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国土交通省 2021年3月 i-Construction 推進のための基準要領等の制・改定について より

 LandXML1.2に準じた３次元設計データ交換標準の運用ガイドライン(案)の改定
 LandXML1.2に準じた３次元設計データ交換標準(案)Ver1.4(略称J-LandXML)の改定

地層表現 土層線（横断地盤線） 【地層・土層線の表現】
地層境界線や土層線を表現可能とし、数量計算に利用

【主データ判定情報】
地層データのプロジェクト 情報にPropertyを追加

【アプリケーションバージョン】
作成元のアプリケーションのバージョン番号を必須項目

【計画横断面の要素種別を追加】
計画横断面のデータ交換性を向上させるために
道路の要素種別に「保護路肩」「平場」を追加

【線形とサーフェスの関連付け】
・複数の道路を収録する場合、道路毎に計画サーフェス
（道路面、路床面、路体面）を表現
・サーフェスに発生元の線形名称を追加

土質区分名の例
礫、混り土、砂、砂質土、粘性土、高含水比粘性土、
岩塊・玉石、軟岩Ⅰ、軟岩Ⅱ、中硬岩、硬岩Ⅰ、硬岩Ⅱ

BIM／CIMの活用に関して -BIM/CIM仕様・機能要件-
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国土交通省 2021年3月 i-Construction 推進のための基準要領等の制・改定について より

 データ交換を目的としたパラメトリックモデルの考え方（素案）の改定

BIM／CIMの活用に関して -BIM/CIM仕様・機能要件-

パラメトリックモデルとは
標準断面等の構造物テンプレート
を選択し、対応するパラメータを入
力するだけで簡易に作成・修正が
可能な3次元モデルのこと

3次元モデルの特性に応じた仕様の追加 斜角橋台のパラメータや対象構造物のテンプレート・パラメータを追加
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国土交通省 2021年3月 i-Construction 推進のための基準要領等の制・改定について より

 業務履行中における受発注者間の情報共有システム機能要件の改定
 工事施工中における受発注者間の情報共有システム機能要件の改定

BIM／CIMの活用に関して -BIM/CIM仕様・機能要件-

【オンライン電子納品の連携仕様に準じたオンライン電子納品機能の更新】
情報共有システム上に登録された打合せ簿等のデータ（MEETフォルダ）をダウンロードすることなく、アップロードした他の工事完成図書
のデータ と統合し、電子納品保管システム側へ送信可能としたことに伴う記載内容の更新

【CDEプロセスに係るフォルダ構成例の更新】
第一階層を「BIMCIM」フォルダに変更
第4階層に「REQUIREMENT」フォルダを追加

【ICONフォルダ分類例の更新】
関連する出来形管理要領（案）の改定による工種の追加

【遠隔臨場支援機能の追加】
機能要件に「遠隔臨場支援機能」を推奨機能として追加し、
ガイドラインに機能の利用について追加

関連する要領やガイドライン等の改定に伴う変更
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BIM/CIMにおける測量

地形おいてのモデル詳細度の指定方法

BIM/CIM 活用ガイドライン（案）共通編 令和3 年3 月 より

設計に求められる地形モデル（精度等）

25

26



2021/8/16

14

27© 2021 FUKUI COMPUTER Inc. All rights reserved.

BIM/CIM業務・工事のワークフロー

BIM/CIMにおける測量

BIM/CIM 活用ガイドライン（案）共通編令和3 年3 月 より
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BIM/CIM業務・工事のワークフロー

BIM/CIMにおける測量

地形モデルを利用する際の留意点（例.道路設計）
BIM/CIM における道路設計の場合には、
空中写真測量により作成した1/2,500～1/5,000 レベルの地形図あるいは国土地理院基盤地図情報（数値標高モデル）等の既存の
測量成果を使用し、地形モデルを作成する。

面的な3 次元計測（UAV 等を用いた公共測量）又は実測により地図情報レベル250～500 に対応する地形モデルを作成する。

BIM/CIM 活用ガイドライン（案）共通編令和3 年3 月 より
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Q４．BIM/CIM業務・工事の主な流れは？

BIM/CIM業務・工事における主な流れは以下の通りです。

BIM/CIM実施計画

3Dモデル作成

3Dモデル活用

3Dモデル照査

BIM/CIM報告書

納品

BIM/CIM実施計画書作成

詳細度（３次元モデル成果物作成要領（案））

活用項目（リクワイヤメント）

BIM/CIM実施報告書

BIM/CIM 設計照査シート、BIM/CIM モデル照査時チェックシート

BIM/CIM モデル等電子納品要領（案）及び同解説

従 来

設計・工事計画

図面作成

各種検討

図面照査

報告書作成

納品

BIM/CIM キーワード
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本日の内容

■BIM/CIM概要
Q１．BIM/CIMってなに？
Q２．いつまでに準備したらいいの？
Q３．BIM/CIM最新基準・要領等
Q４．BIM/CIM業務・工事の主な流れは？
■国土交通省BIM/CIM業務・工事の内容
Q４．実施計画はなにを決めるの？
Q５．モデルはどれくらい作りこめばいいの？
Q６．どうやって活用したらいいの？
Q７．照査はなにをすればいいの？
Q８．なにを納品するの？
Q９．どのくらい作業費はもらえるの？

29

30



2021/8/16

16

31© 2021 FUKUI COMPUTER Inc. All rights reserved.

Q４．実施計画はなにをきめるの？

BIM/CIM実施計画書のサンプルが国交省HPに公開されています。

実施計画

計画内容
１）検討体制
２）工程表 （BIM/CIM モデルの段階確認を行う時期を含む）
３） BIM/CIM を活用した検討等の実施項目（リクワイヤメント） のちほど解説
４） BIM/CIM モデル作成・更新の対象範囲及びデータファイル
（地形モデル、土工形状モデル、構造物モデル、統合モデル等）

のちほど解説

５） BIM/CIM モデルの種類（サーフェス、ソリッド等） のちほど解説
６） BIM/CIM モデルの詳細度 のちほど解説
７）付与する属性情報及び参照資料
（属性情報及び参照資料の内容、付与方法、付与情報の更新方法等）

ガイドラインや成果
物作成要領を参考
に設定

８） BIM/CIM モデル作成・更新に用いるソフトウェア、オリジナルデータの種類 のちほど解説

https://www.mlit.go.jp/tec/tec_fr_000079.html
もしくは「国土交通省 BIM/CIM」などで検索

BIM/CIM実施計画書のサンプル BIM/CIM実施計画書に記載する内容

32© 2021 FUKUI COMPUTER Inc. All rights reserved.

Q５．モデルはどれくらい作りこめばいいの？

モデルの作りこみ度を“詳細度”といいます。

モデル作成

詳細度は300の橋台モデルのイメージ
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Q５．モデルはどれくらい作りこめばいいの？

詳細設計では詳細度300が基本。（3次元モデル成果物作成要領（案）R3.3）

モデル作成

■詳細設計：基本300（3次元モデル成果物作成要領（案））
ただし、過密鉄筋となる箇所や橋梁沓座部のアンカーバー周辺、付属物が集中する支点部付近について設計照査
を行う場合は詳細度 400

■概略設計及び予備設計：基本200 程度（3次元モデル成果物作成要領（案））

■工事
・設計モデルありの場合
「３次元モデル成果物作成要領（案）」に基づき作成した BIM/CIM モデルがある場合、BIM/CIM モデルを活用

・設計モデルなしの場合
明記なし。活用項目（リクワイヤメント）を実施できる詳細度で作成することになると思われます。

34© 2021 FUKUI COMPUTER Inc. All rights reserved.

橋脚編１
たった５分で橋脚！
■イメージ動画（約2分）
https://www.youtube.com/watch?v=AvL0oN6-
foM&list=PLqwa28cqFeB5U-GQ-
_cs9LHF6P15FI6W5&index=4

難易度：★☆☆☆

たった15分で砂防堰堤！ たった20分で樋門！

モデル作成時間をノーカットで計測！

■イメージ動画（約4分）
https://www.youtube.com/watch?v=SdJsuxptrZs&list=PL
qwa28cqFeB5U-GQ-_cs9LHF6P15FI6W5&index=3

たった10分で橋台！
■イメージ動画（約3分）
https://www.youtube.com/watch?v=XwQS35-FMd0

■イメージ動画（約9分）
https://www.youtube.com/watch?v=2P0EMEWMQr
U&t=11s

橋台編2 難易度：★★☆☆

砂防堰堤編3 難易度：★★★☆ 樋門編4 難易度：★★★★

詳細度300程度の動画作成方法をYouTubeなどで公開中
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Q６．どうやって活用したらいいの？

R３年度の活用項目（リクワイヤメント）は以下の通りです。

■設計業務 ■工事
a)  BIM/CIM を活用した監督・検査の効率化

b) BIM/CIM を活用した変更協議等の効率化

c) リスクに関するシミュレーション（地質、騒音、浸水等）

d) 対外説明（関係者協議、住民説明、広報等）

その他【業務特性に応じた項目を設定】

a) 設計選択肢の調査（配置計画案の比較等）

b) リスクに関するシミュレーション(地質、騒音、浸水等)

c) 対外説明（関係者協議、住民説明、広報等）

d) 概算工事費の算出

その他【業務特性に応じた項目を設定】

e) ４D モデルによる施工計画等の確認

f) 複数業務・工事を統合した工程把握及び情報共有

 実施項目は発注者が指定すると実施要領には記載されています。
 実施すべき項目数も明記されていません。

 モデル作成ではなく、効率化のためにどのように活用するかが重要に
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Q６．どうやって活用したらいいの？

R３年度の活用項目（リクワイヤメント）は以下の通りです。

■設計業務 ■工事
a)  BIM/CIM を活用した監督・検査の効率化

b) BIM/CIM を活用した変更協議等の効率化

c) リスクに関するシミュレーション（地質、騒音、浸水等）

d) 対外説明（関係者協議、住民説明、広報等）

その他【業務特性に応じた項目を設定】

a) 設計選択肢の調査（配置計画案の比較等）

b) リスクに関するシミュレーション(地質、騒音、浸水等)

c) 対外説明（関係者協議、住民説明、広報等）

d) 概算工事費の算出

その他【業務特性に応じた項目を設定】

e) ４D モデルによる施工計画等の確認

f) 複数業務・工事を統合した工程把握及び情報共有

 実施項目は発注者が指定すると実施要領には記載されています。
 実施すべき項目数も明記されていません。

 モデル作成ではなく、効率化のためにどのように活用するかが重要に
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活用例 a)  BIM/CIM を活用した監督・検査の効率化

例１：点群を活用した出来形管理 例２：クラウドでのリアルタイムデータ共有

例３：ARによる進捗確認 例４：遠隔臨場

出典：第１回国土交通省インフラ分野のDX推進本部 資料2

ＩＣＴ導入協議会第12回

Trimble SiteVision Terrace AR
参考製品 参考製品

38© 2021 FUKUI COMPUTER Inc. All rights reserved.

活用例：遠隔臨場 a)  BIM/CIM を活用した監督・検査の効率化

福井コンピュータソフトウェアでも、データ共有システム「CIMPHONY Plus」
および現場計測アプリ「FIELD-TERRACE」を組み合わせることで遠隔臨場を実施できます。
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行動のDX：対面主義にとらわれない働き方の推進

出典：第１回国土交通省インフラ分野のDX推進本部 資料2

40© 2021 FUKUI COMPUTER Inc. All rights reserved.

遠隔検査
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https://const.fukuicompu.co.jp/other/enkaku_rinjyou.html
ダイジェスト映像

遠隔検査

42© 2021 FUKUI COMPUTER Inc. All rights reserved.

DXとは・・・
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Q６．どうやって活用したらいいの？

R３年度の活用項目（リクワイヤメント）は以下の通りです。

■設計業務 ■工事
a)  BIM/CIM を活用した監督・検査の効率化

b) BIM/CIM を活用した変更協議等の効率化

c) リスクに関するシミュレーション（地質、騒音、浸水等）

d) 対外説明（関係者協議、住民説明、広報等）

その他【業務特性に応じた項目を設定】

a) 設計選択肢の調査（配置計画案の比較等）

b) リスクに関するシミュレーション(地質、騒音、浸水等)

c) 対外説明（関係者協議、住民説明、広報等）

d) 概算工事費の算出

その他【業務特性に応じた項目を設定】

e) ４D モデルによる施工計画等の確認

f) 複数業務・工事を統合した工程把握及び情報共有

 実施項目は発注者が指定すると実施要領には記載されています。
 実施すべき項目数も明記されていません。

 モデル作成ではなく、効率化のためにどのように活用するかが重要に

44© 2021 FUKUI COMPUTER Inc. All rights reserved.

活用例 b) BIM/CIM を活用した変更協議等の効率化

出典： BIM/CIM活用工事におけるBIM/CIMモデルを活用した検討内容の記載例
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Q６．どうやって活用したらいいの？

R３年度の活用項目（リクワイヤメント）は以下の通りです。

■設計業務 ■工事
a)  BIM/CIM を活用した監督・検査の効率化

b) BIM/CIM を活用した変更協議等の効率化

c) リスクに関するシミュレーション（地質、騒音、浸水等）

d) 対外説明（関係者協議、住民説明、広報等）

その他【業務特性に応じた項目を設定】

a) 設計選択肢の調査（配置計画案の比較等）

b) リスクに関するシミュレーション(地質、騒音、浸水等)

c) 対外説明（関係者協議、住民説明、広報等）

d) 概算工事費の算出

その他【業務特性に応じた項目を設定】

e) ４D モデルによる施工計画等の確認

f) 複数業務・工事を統合した工程把握及び情報共有

 実施項目は発注者が指定すると実施要領には記載されています。
 実施すべき項目数も明記されていません。

 モデル作成ではなく、効率化のためにどのように活用するかが重要に
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活用例

例１：ボーリングデータを使用した設計照査 例２：騒音範囲・作業半径・浸水範囲の可視化

例３：Google Earth連携による周辺環境の確認 例４：点群との重ね合わせによる施工計画

c) リスクに関するシミュレーション（地質、騒音、浸水等）

データ提供：埼玉県 金杉建設様
データ提供：YDN やんちゃな土木ネットワーク
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活用例：点群との重ね合わせによる施工計画 c) リスクに関するシミュレーション（地質、騒音、浸水等）

重機の可動範囲表示 TREND-COREには2,200点以上の3D部品を搭載

重機や仮設部材など豊富な3次元部品を利用することで現場の施工計画をモデル化

48© 2021 FUKUI COMPUTER Inc. All rights reserved. データ提供：YDN（やんちゃな土木ネットワーク）

活用例：点群との重ね合わせによる施工計画 c) リスクに関するシミュレーション（地質、騒音、浸水等）
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株式会社大林組様
2020年度土木学会報文より抜粋

点群とモデルの重ね合わせ
により、設計データの照査も
可能になります。

活用例：点群との重ね合わせによる施工計画
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Q６．どうやって活用したらいいの？

R３年度の活用項目（リクワイヤメント）は以下の通りです。

■設計業務 ■工事
a)  BIM/CIM を活用した監督・検査の効率化

b) BIM/CIM を活用した変更協議等の効率化

c) リスクに関するシミュレーション（地質、騒音、浸水等）

d) 対外説明（関係者協議、住民説明、広報等）

その他【業務特性に応じた項目を設定】

a) 設計選択肢の調査（配置計画案の比較等）

b) リスクに関するシミュレーション(地質、騒音、浸水等)

c) 対外説明（関係者協議、住民説明、広報等）

d) 概算工事費の算出

その他【業務特性に応じた項目を設定】

e) ４D モデルによる施工計画等の確認

f) 複数業務・工事を統合した工程把握及び情報共有

 実施項目は発注者が指定すると実施要領には記載されています。
 実施すべき項目数も明記されていません。

 モデル作成ではなく、効率化のためにどのように活用するかが重要に
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活用例

例１：完成イメージ作成（新規入場者教育など） 例２：VRを使用した住民説明会

例３：施工ステップ動画 例４：複数人遠隔VR

d) 対外説明（関係者協議、住民説明、広報等）

データ提供：埼玉県 金杉建設様

データ提供：株式会社ヒメノ（愛知県名古屋市）
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活用例：複数人・遠隔VR d) 対外説明（関係者協議、住民説明、広報等）
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活用例：複数人・遠隔VR d) 対外説明（関係者協議、住民説明、広報等）

清水建設株式会社様が、
遠隔複数人ＶＲで

令和2年度i-Construction大賞
i-Construction推進コンソーシアム会
員の取組部門優秀賞受賞！

https://www.mlit.go.jp/report/press/content/001388520.pdf
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i-Con大賞コンソーシアム会員の取組部門優秀賞！（清水建設様）

経験者が遠隔地から施工指導
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クレーンと橋の高欄との離隔確認

i-Con大賞コンソーシアム会員の取組部門優秀賞！（清水建設様）
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Q７．照査って何をするの？

照査では、以下の資料を作成します。
■設計：①BIM/CIMモデルの照査 →BIM/CIM モデル照査時チェックシート

②BIM/CIM モデルを活用した設計照査 →BIM/CIM 設計照査シート
■工事：①BIM/CIMモデルの照査 →BIM/CIM モデル照査時チェックシート

モデル照査

国交省HP BIM/CIM関連基準・要領等（令和３年３月）

主に詳細設計を対象

設計業務・工事ともに対象
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Q７．照査って何をするの？ モデル照査

BIM/CIMモデル照査時チェックシート

58© 2021 FUKUI COMPUTER Inc. All rights reserved.

納品フォルダー構成は以下の通りです。

Q８．何を納品するの？

BIM/CIMモデル等電子納品要領（案）及び同解説 （R3.3）
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納品する書類は以下の通りです。

すべてサンプル・テンプレートが公開されています。

Q８．何を納品するの？

実施実施計画書 (pdf)

実施実施報告書(pdf)

BIM/CIM モデル照査時チェックシート(pdf)

書類

https://www.mlit.go.jp/tec/content/001396307.doc

https://www.mlit.go.jp/tec/content/001396307.doc

事前協議・引継書シート（XLS、XLSX） https://www.mlit.go.jp/tec/content/001395771.xlsx

BIM/CIM設計照査シート（詳細設計） https://www.mlit.go.jp/tec/tec_fr_000079.html

https://www.mlit.go.jp/tec/content/001396284.docx

リンクはBIM/CIM関連基準・要領等（令和３年３月）より

60© 2021 FUKUI COMPUTER Inc. All rights reserved.

Q８．何を納品するの？

納品するモデルは以下の通りです。
その他（モデルイメージや検討に使用した BIM/CIM モデル）はBIM/CIMモデル等電子納品要領（案）及び同解説 （R3.3）を参照。

フォーマット 使用ソフト モデルの種類

地形モデル ・J-LandXML（.xml）
・オリジナル
（.XPTCもしくは.TCM）

TREND-POINT
（TREND-COREも可）

サーフェス

地質・土質モデル ・オリジナル（.TCM） TREND-CORE ソリッド
（TREND-COREで作成した場合）

土工形状モデル
線形モデル

・J-LandXML（.xml）
・オリジナル（.TCM）

TREND-CORE サーフェス
（線形モデルには記載不要）

構造物モデル ・IFC 2x3（.ifc）
・オリジナル（.TCM）

TREND-CORE ソリッド
（TREND-COREで作成した場合）

統合モデル ・オリジナル
（.TCMもしくは.XPTC ）

TREND-CORE
（TREND-POINTも可）

ソリッド及びサーフェス
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Q９．どのくらい作業費はもらえるの？

BIM/CIM作業費の積算基準は、港湾のみ作成されています。その他の工種は積算基準が未
策定のため、受注者が見積を作成し、その後受発注者協議等により決定します。
このとき、受注者は港湾の基準を他工種に準用し、作業の見積もりを作成することができます。

https://www.mlit.go.jp/kowan/kowan_fr5_000061.html
・BIM/CIMモデル作成の積算要領（令和3年4月改定版）

令和３年度 設計業務委託等技術者単価について
https://www.mlit.go.jp/tec/content/001387446.pdf
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最後に

BIM/CIMは過渡期で、まだまだ課題は多いです。
皆様と一緒にこれらの課題に取り組んで、

“もっと効率的なBIM/CIM”
“もっと魅力的な建設業”
を目指していきたいと考えています。

■お問い合わせ 福井コンピュータグループ総合案内

0570-039-291
左記ナビダイヤルは福井県坂井市に着信し、着
信地までの通話料はお客様のご負担となります。
また、通話料金につきましてはマイラインの登録に
関わらず、NTTコミュニケーションズからの請求とな
ります。携帯電話からのご利用の場合は20秒ご
とに10円の通話料がお客様の負担となります。■福井県坂井市丸岡町磯部福庄 5-6 〒910-0297
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